
   

 

 

 

 

 

 

この学年通信の名前は２組の磯川さんが考えてくれました。この青学年が星のように輝き、学校を引っ張ってい

けますように。そしてブルースターはメインの花ではなくて、脇役的な存在。輝く

だけではなく、裏でも支えていける学年になりますように…。花言葉は「信じあう    

心」。クラスメイトを信じながら、行事や受験に向かって進んでいけますように…と

いう思いが込められています。      本格的に始まった卒業式練習。松永先生 

                  の歌唱指導で式歌、校歌は素晴らしく上 

                  達しました。あとは呼名の返事、式中の 

所作でしょうか。残りはあと３日です。 

※ １７日（月）には学級委員会主催の学年レクがあります。他学年の授業もあるので２時間ですが、学

級委員会からは『３時間できませんか？』とのリクエストを貰いました。時間は延長できませんが、

みんなで楽しい時間になるように、学級委員の説明に耳を傾けてあげてくださいね。 

※ 同じく１７日（月）の午後には卒業アルバムが配布されます。他学年は授業中ですから、他学年の先

生方へメッセージをお願いすることは出来ません。顧問の先生方へは部活動の際にお願いしてくださ

い。また、学期末で先生方も忙しいかと思いますから、放課後に職員室に押し掛けるのではなく、い

つだったらお願いできるかアポを取ってからお願いするようにしてください。 

※ １８日（火）には学年集会があります。ここで、学年の先生方からお話を頂こうと思います。最後の

学年集会です。お一人お一人の先生方からのお話を聞き洩らさないように。 

※ 同じく１８日（火）に最後の教室掃除です。卒業式を気持ちよく迎えられるようにしっかり清掃を！！ 
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日 曜 学校行事等 

17 月 ５０分授業×６ ②卒業式練習 ③④学年レク ⑤⑥学活（アルバム配布） 

18 火 ５０分授業×４ ①卒業式練習 ②学年集会 ③教室美化 ④通知表配布 給食後下校  

19 水 卒業式 

ブルースター  
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 ３月１１日は東日本大震災があった日です。テレビでも特集が組まれたり、震災に沿った内容の放映

が多かったように思います。防災ラジオの制作完了時にも話しましたが、家族がバラバラになった時の

落ち合う場所。非常食の準備。自分がそこにいることを知らせるホイッスルの携帯など、いつ起こるかわ

からない大地震への備えは出来ていますか？未だ、避難生活を送られている方々は少なくありません。

先日の日本中体連理事会でのこと。今年度の研究大会は石川県金沢市で行われたのですが、理事会の冒

頭に石川県の現状について報告がありました。昨年元日に発生した能登半島地震により、北信越地方は

大きな被害を受けました。特に石川県は被害が甚大で、地震による被災復旧が遅々として進まない中、昨

年９月２１日～２３日にかけて石川県能登半島で発生した豪雨『能登半島豪雨』で、更なる被害に見舞わ

れています。九州ブロック長の先生が、前述の研究大会で石川県に訪れた際、少しでも力になれればと、

研究大会に参加している仲間たちと輪島市を訪問し、輪島塗の漆器を中心に購入して回ったそうです。

その際、年配の女性に、『頑張ってください』とお声掛けをしたところ、その女性からは『頑張れません・・・』

と言われたそうです。復興は殆ど手つかずの地域が多く、やっと始まった学校生活も６校もの小学校の

生徒が同じ校舎で学校生活を送っている場所もあります。避難をしている小学生も多数いることと思い

ます。東日本大震災の時は、阪神淡路大震災で被災した方々が東北各地を訪れ、ボランティア活動に参加

したそうです。能登半島地震の被災地では、東北地方をはじめ日本各地のナンバープレートを付けた車

が見られたとのこと。ボランティアに赴くことが叶わなくとも、募金や寄付をすることが出来たりしま

す。東日本大震災後に岩手の知り合いの先生に言われたことは、復興は遅々として進んでいないことを

知ってほしい。そして、この震災を忘れないでほしいとの事でした。君たちが生まれた頃に起きた震災。

今なお、復興半ばの全国各地の被害を忘れないでいてほしいと思います。 

 

  

 

 

 早いもので学年通信もこの号を持って週末発行は最後になります。毎週１回、次週の予定やみんなの

活躍、保護者の方々へのお知らせなど、様々な内容を載せてきたつもりです。決して読みやすかったとは

言えない学年通信だったと思いますが、それなりに目を通してくれていたとしたら嬉しい限りです。最

近は週末にバタバタと作成することが多く、内容もマンネリしてきた感がありますが、来週には３年間

一緒に学んできた皆さんともお別れになるわけで、この苦行からも解放されるかと思うと正直ほっとし

ています（笑）。来週には卒業式です。いま、みんなはどんな気持ちで１日１日を過ごしているのかなと

考えます。自分が中学校を卒業したのは４０年も前になるので、自分がどんな気持ちでいたかなんてこ

れっぽっちも覚えておらず、最近は物忘れも激しいので、相変わらず部活に出ては汗を流していた記憶

しかありません。それでも思い出せば、中学校３年間での思い出は沢山あります。前述した部活は、兄が

やっていたし、自分も背が大きい方だったからという安易な考えでバスケット部に入り、中高の思い出

は殆どバスケット部での記憶しかないほどです。みんなの中にも、部活での思い出が沢山ある人がいる

はず。修学旅行や林間学校、学校の様々な行事も沢山経験してきました。学年行事の天気が殆ど悪天だっ

たのはこの学年の風物詩でしたが、それでも色々と学んで笑った時間でした。３年間で沢山思い出はで

きましたか？１５１名に１５１通りのドラマがあったことと思います。笑ったこと、喜んだこと、泣いた

こと、悔しくて眠れなかったこと、不安でたまらなかったこと…。学校は勉強をするところですが、人と

人の繫がりの中で起こる、様々な問題を解決しながら自分を成長させる場所です。いつかの学年集会で

言ったかもしれませんが、無人島で一生過ごすのでなければ、人は必ず他者と関わりを持って生きて行

くものです。自分本位の考え方では、自分の周りから人が離れていくという話も何度かしました。覚えて

いますか？『自分ばっかり…』と不平を言っている間は、なかなか人としての成長はありません…。仲間

と過ごした３年間ももうすぐ幕を閉じようとしています。義務教育ももう少しで終わりです。４月から

は高校生として、一人一人が新しいステージで過ごすことになります。その隣には、今まで笑いあった仲

間はいないかもしれませんが、中学時代は楽しかったと後ろばかり振り向くのではなく、沢山友達を増

やして新しい環境で頑張ってほしいと思います。卒業式練習でも話しましたが、一人一人よく頑張った

３年間だったと思います。失敗することもあったかもしれませんが、なにも成長しなかった人は一人も

いません。１９日はみんなが主役の卒業式です。３年間の最後の思い出です。最後の思い出をみんなで真

剣に作ってください。 

学年主任のつぶやき 


